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�市報の発行日は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）です。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・
　ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ問い合わせてください。
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シリーズ

９
月　

日
（
金
）
午
後
２
時
〜

２９

３
時
。
中
央
公
民
館
。
無
料
。

当
日
、
会
場
へ
。
�
親
子
ス
ペ

ー
ス
麦
・
中
野　

（
３
２
８
）

０４２

３
０
９
０

�
親
子
で
あ
そ
ぼ
う　

９
月　
３０

日
（
土
）
午
前　

時
〜　

時　

１０

１１

３０

分
。
白
梅
幼
稚
園
ホ
ー
ル
、
園

庭
、
保
育
室
開
放
。
無
料
。２
・

３
歳
児
の
親
子
。人
形
劇
、子
育

て
相
談
。
�
白
梅
幼
稚
園
た
ね

の
会
�　

（
３
４
３
）１
３
３
５

０４２

�
小
平
福
祉
園
祭　
　

月
１
日

１０

（
日
）午
前　

時　

分
〜
午
後
２

１０

３０

時　

分
。
小
平
福
祉
園
（
公
立

３０
昭
和
病
院
隣
）。模
擬
店
、ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
、
障
害
体
験
コ
ー

ナ
ー
ほ
か
。
�
小
平
福
祉
園
・

石
原　

（
３
４
４
）
２
９
２
７

０４２

�
市
議
会
の
傍
聴
を
ご
い
っ
し

ょ
し
ま
せ
ん
か　

昨
年
１
年
間

の
わ
た
し
た
ち
の
税
金
は
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
市
議
会
の
決
算
特
別
委
員

会
…　

月　

日
（
火
）
〜　

日

１０

１０

１３

（
金
）
午
前
９
時
か
ら
。
�
政

治
・
知
り
た
い
、確
か
め
隊
・
森

野
０
４
２（
４
７
８
）８
４
７
０

�
救
護
施
設
あ
か
つ
き
文
化
祭

　
　

月　

日
（
土
）・　

日

１０

２１

２２

（
日
）午
前　

時
〜
午
後
３
時　

１０

３０

分
。
模
擬
店
、舞
台
発
表
ほ
か
。

講
演
会
（　

日
午
後
２
時　

分

２２

３０

か
ら
、
講
師
…
山
本
譲
司
氏
）。

�
救
護
施
設
あ
か
つ
き
・
大
平

　

（
３
４
１
）
４
７
１
１

０４２�
講
演
会
「
油
断
す
る
な　

病

魔
は
突
然
襲
っ
て
く
る
」　

脳

腫
瘍
か
ら
の
奇
跡
の
生
還　
　
１０

月　

日（
土
）午
後
１
時　

分
〜

２１

３０

４
時
。
中
央
公
民
館
。
費
用
百

円
（
資
料
・
お
茶
代
）。
講
師
…

太
田
史
郎
氏
。
当
日
、
会
場

へ
。
�
熟
年
い
き
い
き
会
・
田

口　

（
３
４
１
）
９
９
０
０

０４２

 
★
社
交
ダ
ン
ス　

桐
の
会　

土

曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
。
上
水

南
公
民
館
。
月
会
費
２
千
円

（
教
材
費
別
）。
�
太
田　

（
３

０４２

２
２
）
６
２
４
１

★
社
交
ダ
ン
ス　

小
平
ボ
ー
ル

ル
ー
ム
ダ
ン
ス
・
ア
カ
デ
ミ
ー

　

第
１
・
２
火
曜
日
…
津
田
公

民
館
、
第
３
・
４
火
曜
日
…
中

央
公
民
館
、
午
後
７
時　

分
〜

３０

９
時　

分
。
月
会
費
２
千
円
。

３０

�
井
上　

（
３
４
５
）１
８
６
４

０４２

★
歌
舞
伎
と
文
楽　

古
典
芸
能

を
楽
し
む
会　

第
４
水
曜
日
午

後
１
時　

分
〜
３
時　

分
。
小

３０

３０

川
公
民
館
。
月
会
費
１
千
円
。

�
奥
山　

（
３
０
８
）５
８
７
８

０４２

★
ス
ペ
イ
ン
語
会
話　

コ
モ
エ

ス
タ　

木
曜
日
午
前
９
時
〜　
１０

時　

分
、　

時　

分
〜
正
午
。

３０

１０

３０

ル
ネ
こ
だ
い
ら
。
月
会
費
２
千

円
。
外
国
人
講
師
。
�
加
藤
０

８
０
（
３
４
０
１
）
０
９
５
６

★
社
交
ダ
ン
ス　

ひ
ま
わ
り　

月
３
回
金
曜
日
午
後
７
時
〜
９

時
。中
島
地
域
セ
ン
タ
ー
ほ
か
。

月
会
費
１
千
５
百
円
。初
心
者
。

�
米
沢　

（
３
４
４
）２
２
６
５

０４２

★
和
紙
ち
ぎ
り
絵　

楽
友
会　

第
１
月
曜
日
午
後
１
時　

分
〜

３０

５
時
。
美
園
地
域
セ
ン
タ
ー
。

月
会
費
１
千
円
（
材
料
費
別
）。

�
窓
良　

（
３
４
３
）６
５
２
８

０４２

★
年
末
年
始
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　
　

月　

日
〜
平
成　

年
１
月

１２

２０

１９

７
日
ご
ろ
に
勤
務
で
き
る
方
。

説
明
会
…
９
月　

日（
土
）、　

３０

１０

月
７
日（
土
）午
前　

時
〜
午
後

１０

４
時
。持
ち
物
…
印
鑑
、住
所
が

確
認
で
き
る
も
の
（
学
生
証
、

保
険
証
な
ど
）。�
小
平
郵
便
局

総
務
課　

（
３
４
１
）０
７
３
１

０４２

�
武
蔵
野
北
高
校
Ｏ
Ｂ
吹
奏
楽

団
第　

回
演
奏
会　

９
月　

日

１０

２３

（
土
・
祝
）
午
後
４
時
開
場
、

４
時　

分
開
演
。
ル
ネ
こ
だ
い

３０

ら
大
ホ
ー
ル
。
無
料
。
リ
バ
ー

ダ
ン
ス
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ

ー
ほ
か
。
�
荒
木　

（
３
４
１
）

０４２

５
１
１
７

�
フ
ラ
ダ
ン
ス
無
料
体
験　

９

月　

日
（
水
）
午
前　

時
〜　

２７

１０

１１

時　

分
。
大
沼
公
民
館
。
初
心

３０
者
。
�
ピ
カ
ケ
・
石
原　

（
３

０４２

４
３
）
５
０
０
３

�
お
さ
な
い
子
と
お
母
さ
ん
の

た
め
の
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び　

掲
載
希
望
団
体
は
秘
書
広

報
課
、
公
民
館
利
用
団
体

は
各
公
民
館
へ

▽
政
治
、
宗
教
、
営
利
不

可
▽
先
着
順
で
受
付
▽
添

削
あ
り
▽
掲
載
後
の
責
任

は
負
い
か
ね
ま
す

秘
書
広
報
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
５

ご意見・ご感想をお寄せください
�０４２（３４６）９５１３、電子メールzaisei@city.kodaira.lg.jp

問合せ　財政課　�０４２（３４６）９５０４

⑥福祉会館（集会施設分）

　福祉会館は昭和４７年にオープンし、施設の老朽化が進んでい
ます。平成１７年度には、１億５，３００万円をかけて耐震補強など
の工事を行いましたが、今後も設備などの維持補修に多くの費
用が必要となります。

福祉会館（集会施設分）のコスト

　福祉会館は、高齢者の健康増進や娯楽のための老人福祉
センターの機能と、集会室やホールなどの貸し出しを行う
集会施設機能をあわせ持っています。このうち集会施設
は、平成１６年度に５，０００件、２２万人が利用しました。維持管
理経費は約３，０００万円かかっています。
　利用件数の約８割は使用料が免除となっており、使用料
等の収入額は約２００万円となっています。

福祉会館（集会施設分）の維持管理に
税金２，８００万円が使われています

　第１１回全日本エルダーソフトボール大会（９

月１日（金）～３日（日）、宮崎県宮崎市）に

東京都代表として出場する女子ソフトボールの

スーパーレディースの皆さんが、８月２１日（月）

に市長を表敬訪問しました。

　全国大会出場に、市長から「日ごろの成果を

発揮し、思い切りプレーしてください」と激励

の言葉がかけられました。

ソフトボール
　　　　　全国大会出場

【表１】平成１７年度　一般会計・特別会計
　　　 （５事業）の決算状況

対前年度
増減率（％）歳　出対前年度

増減率（％）歳　入区　　分

（△０.５）
△　９.１４８,５７６,０５１（△１.４）

△　９.７４９,４８６,２６２一般会計

６.２１３,６２３,３９８６.３１３,９９８,８５９国民健康保険事業
特
別
会
計

△　１.５１０,８０２,３８６△　１.６１０,８２６,４１８老人保健
６.５６,７６３,４３３５.７６,９９５,３３３介護保険事業

△　１.１５,５０８,１９８△　０.７５,６４７,２１９下水道事業
△１１.１１,２８８,５５８△１１.１１,２８８,５５８受託水道事業
（０.７）
△　４.５８６,５６２,０２４（０.２）

△　４.８８８,２４２,６４９合　　計

※増減率の（　）内は、前年度の市債借り換え分を除いた場合の数
字です。

 　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の

１７

決
算
額
は
、
歳
入
が
４
百　

億
９４

８
千
６
百　

万
２
千
円
で
、
前

２６

年
度
に
比
べ
、　

億　

万
９
千

５３

９４

円
、　

％
の
減
と
な
り
、
歳
出

９.７

は
４
百　

億
７
千
６
百
５
万
１

８５

千
円
で
、前
年
度
に
比
べ
、　

億
４８

７
千
９
百　

万
５
千
円
、　

％

６１

９.１

の
減
と
な
り
、
差
引
額
９
億
１

千　

万
１
千
円
を
平
成　

年
度

２１

１８

へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
な
お
、

前
年
度
の
市
債
の
借
り
換
え
分

歳
入
・
歳
出
の
状
況

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
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（単位：千円）

を
除
く
と
、
前

年
度
に
比
べ
、

歳
入
が
６
億
７

千
９
百　

万
９

２４

千
円
、　

％
の

１.４

減
と
な
り
、
歳

出
は
２
億
５
千

７
百　

万
５
千

９１

円
、　

％
の
減

０.５

と
な
り
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
と

特
別
会
計
５
事

業
の
決
算
状
況

は
、
表
１
の
と

お
り
で
す
。

 　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
が

税
制
改
正
に
伴
う
市
民
税
個
人

所
得
割
の
増
な
ど
に
伴
い
増
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
都
支
出

金
、
国
庫
支
出
金
な
ど
も
増
と

な
り
ま
し
た
。
一
方
で
普
通
交

付
税
が
不
交
付
に
な
っ
た
こ
と

に
よ
り
地
方
交
付
税
が
減
と
な

り
、ま
た
、前
年
度
の
借
り
換
え

分
の
減
な
ど
に
よ
り
市
債
が
減

と
な
り
ま
し
た（
図
１
参
照
）。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
生
活
保

護
費
国
庫
支
出
金
返
還
金
、
福

祉
会
館
耐
震
補
強
工
事
な
ど
に

よ
り
民
生
費
が
増
、
東
部
市
民

セ
ン
タ
ー
移
転
工
事
、
花
小
金

井
小
学
校
校
舎
増
築
工
事
な
ど

に
よ
り
教
育
費
が
増
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
都
市
計
画
道
路

３
・
４
・　

号
線
整
備
負
担
金

１６

の
減
な
ど
に
伴
い
土
木
費
が

減
、
市
債
の
借
り
換
え
分
の
減

な
ど
に
伴
い
公
債
費
が
減
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
を
性
質
別
で
み
る
と
、

積
立
金
や
、
福
祉
関
係
の
経
費

で
あ
る
扶
助
費
が
増
と
な
る
一

決

算

の

特

徴

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

方
、
退
職
手
当
や
職
員
給
与
の

減
に
伴
い
人
件
費
が
減
、
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
な
ど

へ
の
繰
出
金
が
減
と
な
っ
て
い

ま
す
（
図
２
参
照
）。

　

平
成　

年
度
の
主
な
事
業

１７

は
、
表
２
の
と
お
り
で
す
。

 　

平
成　

年
度
に
市
民
の
皆
さ

１７

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市

税
の
合
計
額
は
、
２
百　

億
４

７３

千
３
百
２
万
９
千
円
で
、
前
年

度
に
比
べ
て
、　

％
の
増
と
な

２.２

り
ま
し
た
。
市
民
１
人
当
た
り

の
市
税
負
担
額
は
約　

万
２
千

１５

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
、
市
が
行
っ
た
事
業
に
要

し
た
経
費
は
、
市
民
１
人
当
た

り
に
す
る
と
約　

万
円
と
な
っ

２７

て
い
ま
す
。

 
�
市
の
財
産

　

庁
舎
、
保
育
園
、小
・
中
学
校

な
ど
の
建
物
や
土
地
、債
権
、市

の
貯
金
で
あ
る
基
金
な
ど
の
状

況
は
、
表
３
の
と
お
り
で
す
。

�
市
債

　

学
校
や
下
水
道
な
ど
公
共
施

設
を
整
備
す
る
た
め
に
、
国
・

東
京
都
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら

長
期
に
わ
た
り
資
金
を
借
り
入

市
税
負
担
の
概
況

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
の
財
産
・
市
債
・

一
時
借
入
金
の
状
況

�

�

�

�

�����

�����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
借
入
金

を
市
債
と
い
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
末
の
市
債
現
在

１７

高
は
、
一
般
会
計
と
下
水
道
事

業
特
別
会
計
を
合
わ
せ
６
百　
５８

億
５
千
４
百　

万
４
千
円
で
、

７９

前
年
度
に
比
べ
、　

億
１
千
４

２７

百　

万
４
千
円
、　

％
の
減
と

３９

４.０

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
市
債
現

在
高
を
市
民
１
人
当
た
り
で
み

る
と
約　

万
円
と
な
り
ま
す
。

３７

�
土
地
開
発
公
社

　

市
の
事
業
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
、
主
に
市
に
先
行
し
て
必

要
な
用
地
を
取
得
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
団
体

を
土
地
開
発
公
社
と
い
い
ま

す
。
土
地
開
発
公
社
が
用
地
を

取
得
す
る
た
め
の
借
入
金
は
、

平
成　

年
度
末
で　

億
８
千
百

１７

２５

　

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
、

９０１
億
６
千
２
百
万
円
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

�
一
時
借
入
金

　

年
度
内
に
一
時
的
に
資
金
が

不
足
し
た
場
合
に
、
借
り
入
れ

を
行
い
ま
す
が
、
平
成　

年
度

１７

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 　

小
平
市
の
財
政
事
情
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、

「
小
平
家
の
家
計
」
に
例
え
て

み
ま
し
た
（
収
入
・
支
出
と
も

に
一
般
会
計
の
決
算
額
の
ほ
ぼ

１
万
分
の
１
に
置
き
換
え
ま
し

た
。
表
４
参
照
）。

　

小
平
家
で
は
、
毎
月
の
生
活

費
に　

万
円
が
必
要
で
す
が
、

４０

給
料
が　

万
円
し
か
な
い
た
め

２３

　

万
円
の
不
足
と
な
っ
て
い
ま

１７す
。
こ
の
不
足
額
を
実
家
か
ら

の　

万
円
の
援
助
や
金
融
機
関

１２
か
ら
の
毎
月
２
万
円
の
借
金
、

毎
月
１
万
円
の
貯
金
の
取
り
崩

小
平
家
の
家
計
簿

�

�

�

�

���

���

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

し
な
ど
で
補
っ
て
い
ま
す
。
食

費
を
は
じ
め
生
活
費
を
切
り
詰

め
る
な
ど
の
努
力
は
し
て
い
ま

す
が
、
家
族
の
医
療
費
の
増
な

ど
に
よ
り
厳
し
い
家
計
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
後
、
欲
し
い

も
の
が
あ
っ
て
も
、
将
来
の
こ

と
を
考
え
て
、
で
き
る
だ
け
借

金
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
り
、

本
当
に
必
要
な
も
の
に
お
金
を

使
っ
て
い
る
か
な
ど
、
よ
く
考

え
る
な
ど
し
て
、
現
在
の
生
活

方
法
を
変
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

 　

こ
の
機
会
に
、
わ
た
し
た
ち

が
飼
っ
て
い
る
動
物
や
身
近
に

い
る
動
物
た
ち
に
つ
い
て
、
も

う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

�
動
物
の
正
し
い
飼
い
方

　

飼
い
主
が
正
し
い
飼
い
方
を

知
ら
な
い
と
、
動
物
の
健
康
を

害
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
に
迷

惑
や
危
害
を
及
ぼ
す
原
因
に
も

な
り
ま
す
。
飼
い
主
は
、
そ
の

習
性
や
生
理
を
よ
く
理
解
し
、

愛
情
を
持
っ
て
終
生
飼
養
す
る

責
任
が
あ
り
ま
す
。

�
不
妊
・
去
勢
手
術

　

不
妊
・
去
勢
手
術
を
す
る
と

性
質
が
お
と
な
し
く
な
り
、
飼

い
や
す
く
な
り
ま
す
。

�
犬
に
は
し
つ
け
を

　

飼
い
主
の
制
止
に
従
う
、
む

だ
ぼ
え
を
し
な
い
、
人
や
ほ
か

の
動
物
を
攻
撃
し
な
い
な
ど
は

最
低
限
覚
え
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

�
猫
の
飼
育
は
屋
内
で

　

猫
は
上
下
運
動
が
で
き
る
環

境
が
あ
れ
ば
、
家
の
中
で
事
故

な
ど
に
あ
わ
ず
に
安
心
し
て
飼

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

つ
め
研
ぎ
な
ど
も
用
意
し
ま
し

ょ
う
。

�
身
元
の
表
示

　

犬
は
登
録
し
鑑
札
を
付
け
、

猫
や
そ
の
ほ
か
の
動
物
に
は
名

札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
万
一
、

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
も
役
立
ち
ま
す
。

�
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

動
物
愛
護
週
間

動
物
愛
護
週
間

９
月

日
〜

日

９
月　

日
〜　

日

２０２０

２６２６

テ
ィ
バ
ル

　

東
京
都
、
環
境
省
、
動
物
愛

護
団
体
な
ど
が
開
催
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
土
・
祝
）

２３

と
こ
ろ　

上
野
恩
賜
公
園

問
合
せ　

東
京
都
環
境
衛
生
課

�　

（
５
３
２
０
）
４
４
１
２

０３
�
犬
の
登
録

　

飼
い
犬
に
は
、
生
涯
に
一
度

の
登
録
と
、
年
に
１
回
の
狂
犬

病
予
防
注
射
が
法
律
に
よ
り
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

登
録
窓
口　

環
境
保
全
課
、
東

部
・
西
部
出
張
所
、動
く
市
役
所

登
録
手
数
料　

３
千
円

問
合
せ　

環
境
保
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
６

 　

浄
化
槽
は
、
生
活
環
境
の
保

全
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
に

必
要
な
施
設
で
す
。
浄
化
槽
法

で
は
、
浄
化
槽
を
使
用
す
る
方

が
行
う
べ
き
３
つ
の
義
務
（
保

守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
）

を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
適
切

な
維
持
管
理
を
行
う
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
接
続
な
ど
に

よ
り
浄
化
槽
の
使
用
を
廃
止
し

た
場
合
は
、　

日
以
内
に
市
役

３０

所
４
階
ご
み
減
量
対
策
課
へ
廃

止
の
届
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
京
都
環
境
局
多
摩

環
境
事
務
所
廃
棄
物
対
策
課
�

０
４
２（
５
２
８
）２
６
９
２
、

ご
み
減
量
対
策
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
３
５

浄
化
槽
を
お
使
い
の

皆

さ

ん

へ

（
必
着
）に
、
自
衛
隊
東
京
地
方

協
力
本
部
・
国
分
寺
募
集
案
内

所
へ
�　

（
３
２
４
）１
０
１
０

０４２

 　

収
益
金
は
市
町
村
の
明
る
く

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
使
わ
れ

ま
す
。

発
売
期
間　

９
月　

日
（
月
）

２５

〜　

月　

日
（
金
）

１０

１３

抽
選
日　
　

月　

日
（
水
）

１０

１８

賞　

金　

１
等
１
億
５
千
万

円
、
前
後
賞
各
２
千
５
百
万
円

ほ
か

�
�
東
京
都
区
市
町
村
振
興
協

会
� オ

ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ

宝

く

じ

 　

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
事
業
場
は
、
労
働
保
険

（
雇
用
保
険
・
労
災
保
険
）
に

加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
加
入
手
続
き
が
お
済
み

で
な
い
事
業
主
は
、
管
轄
の
労

働
基
準
監
督
署
・
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
届
け
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

立
川
公
共
職
業
安
定

所
適
用
課
�
０
４
２（
５
２
５
）

８
６
０
９
、
立
川
労
働
基
準
監

督
署
労
災
課
�
０
４
２
（
５
２

３
）
４
４
７
１

　

月
は
労
働
保
険

１０適
用
促
進
月
間

▽
大
切
な
命
を
救
う
救
急
標
語

応
募
資
格　

東
京
消
防
庁
管
内

に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

（
消
防
団
の
団
員
を
除
く
）

締
切
日　
　

月　

日
（
水
）

１１

１５

※
詳
し
く
は
、
東
京
消
防
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

t
f
d
.
m
e
t
r
o
.
t
o
k
y
o
.
j
p

）
ま

た
は
問
合
せ
先
へ
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

�　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 
�
防
衛
大
学
校
学
生

自

衛

官

募

集

応
募
資
格　
　

歳
未
満
の
高
校

２１

卒
業
（
見
込
み
）
の
男
女

試
験
日　

一
次
…　

月　

日

１１

１１

（
土
）・　

日
（
日
）
の
両
日

１２

�
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

応
募
資
格　
　

歳
未
満
の
高
校

２１

卒
業
（
見
込
み
）
の
男
女

試
験
日　

一
次
…　

月
４
日

１１

（
土
）・
５
日
（
日
）
の
両
日

�
看
護
学
生

応
募
資
格　
　

歳
未
満
の
高
校

２４

卒
業
（
見
込
み
）
の
男
女

試
験
日　

一
次
…　

月　

日

１０

１５

（
日
）

申
込
み　

９
月　

日（
金
）ま
で

２９

　

市
で
は
、　

月
１
日
か
ら
７

１０

日
ま
で
を
「
み
ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
す
る
週
間
」
と
し

て
、
環
境
美
化
運
動
を
実
施
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
身
近
な
場

所
か
ら
き
れ
い
に
す
る
と
と
も

に
、
地
域
ぐ
る
み
で
美
化
活
動

を
実
施
し
、
き
れ
い
な
ま
ち
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

期
間
中
に
美
化
実
践
活
動
を

予
定
し
て
い
る
団
体
は
、
事
前

に
問
合
せ
先
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ご
み
袋
と
粗
品
を
差

し
上
げ
ま
す
。

�
環
境
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る

環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の

入
選
作
品
お
よ
び
努
力
賞
作
品

を
展
示
し
ま
す
。

と　

き　

９
月　

日
（
水
）
〜

２７

　

月
１
日
（
日
）

１０と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー

問
合
せ　

環
境
保
全
課
�　
０４２

（
３
４
６
）
９
５
３
６

  
テ
ー
マ　

▽
暮
ら
し
の
防
火
標

語
防
火
防
災
標
語
を
募
集

　

多
摩
地
域
９
市（
小
平
市
、立

川
市
、昭
島
市
、日
野
市
、
国
分

寺
市
、
国
立
市
、福
生
市
、東
大

和
市
、武
蔵
村
山
市
）の
市
長
が

参
加
す
る
「
広
域
連
携
サ
ミ
ッ

ト
」で
は
、地
球
環
境
の
保
護
の

視
点
か
ら
、
広
域
連
携
事
業
の

一
つ
と
し
て
「
ご
み
減
量
」
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

９
市
の
百
万
市
民
が
連
携
し

て
１
人
１
日
百
�
の
ご
み
減
量

に
取
り
組
む
と
、
年
間
３
万
６

千
５
百
�
の
ご
み
が
減
量
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
は
、
９
市
で
出
す

年
間
の
ご
み
量
の
約　

％
に
当

１０

た
り
ま
す
。
百
�
は
、
卵
約
２

つ
分
で
す
。

　

市
で
は
、
現
在
、
ご
み
の
発

生
抑
制
に
つ
い
て
の
対
応
策
を

検
討
中
で
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
�

　

（
３
４
６
）
９
５
３
５

０４２
 　

　

月
１
日
か
ら
、
市
の
ご
み

１０
収
集
委
託
業
者
の
収
集
員
の
制

服
が
、
ロ
ー
ズ
ピ
ン
ク
色
の
上

下
お
よ
び
黒
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
統

一
さ
れ
ま
す
。
収
集
作
業
の
際

は
、
必
ず
こ
の
制
服
を
着
用
し

て
行
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
安
全
か
つ
迅
速
に

収
集
作
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

 　
 
�
ご
み
減
量
対
策
課
�

ご
み
収
集
委
託
業
者

収
集
員
の
制
服
を
統
一

 　

ご
み
と
資
源
の
分
別
が
一
目

で
わ
か
る
看
板
を
、
市
役
所
１

階
に
展
示
中
で
す
。
ご
み
や
資

源
の
実
物
を
は
り
、
出
す
時
の

注
意
な
ど
も
書
い
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い

（
展
示
は　

月
末
ま
で
）。

１０

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
�

　

（
３
４
６
）
９
５
３
５

０４２
ご
み
と
資
源
の
出
し
方

分
別
看
板
で
再
確
認

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

平成１７年度

【表４】小平家の家計簿

平
成　

年
度
環
境
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
金
賞

１７

小
平
第
一
小
学
校　

池
脇
麻
央
さ
ん
の
作
品

　

市
で
は
、
市
の
財
政
状
況
を

毎
年
９
月
と　

月
に
公
表
し
て

１１

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
度
の
財

１７

政
状
況
全
般
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
�　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
０
４

１
人
１
日
百
�
ご
み
減
量

多
摩
地
域
９
市
の
百
万
市
民
が
ス
ク
ラ
ム

�������
��������
１０月１日（日）～７日（土）

財政事情の公表

毎月の支出毎月の収入

８万円食費（人件費）２３万円給料（市税）

８万円家族の医療費（扶助費）１２万円実家からの援助（国・都支出
金、交付金など）

６万円光熱水費、電話代、生活雑貨
費（物件費）２万円金融機関からの借金（市債）

６万円自治会費（補助費）１万円貯金の取り崩し（繰入金）

５万円子どもへの仕送り（繰出金）１万円先月から繰り越した財布の
中身（繰越金）

４万円ローンの返済（公債費）１万円古物売り払い、株式配当な
ど（その他）

２万円家のリフォーム、家電の購入
（普通建設事業費）

１万円その他（積立金など）

４０万円支出計４０万円収入計

４３１万円借金残高（市債残高）１０８万円貯金残高（基金残高）

平成１７年度の主な事業の概要平成１７年度の主な事業の概要

【表３】市有財産の状況
８９６，８１９．１６㎡土　　地

３０３，７９０．０７㎡建　　物

１，４０６．７１㎡物件（地上権）

５３２，４６９千円出資による権利

１，２２３，９８８千円債　　権

１０，８３２，６８３千円基　　金

１，０００千円有価証券

小平市の財政指標
平成１７年度

東京都２６市平均平成１７年度平成１６年度平成１５年度説　　　　　明項　　目

１．０２０．９９７０．９６００．９５０財政力の強弱を示す数値。１を超えるほど
財源に余裕があります。

財政力指数
（３年度平均）

９０．７９４．３９３．７９０．７財政構造の弾力性を測定する比率。おおむ
ね７０～８０％が望ましいとされています。経常収支比率

９．１１０．５１１．６１１．３
税などの一般財源をどれくらい借入金の返
済に充てているかの指標で、おおむね１０％
を超えないことが望ましいとされています。

公債費比率

【図１】平成１７年度一般会計　歳入の状況　　　【図２】平成１７年度一般会計　歳出の状況

　シリーズ「行政コストの公表」は、ひとまず今回が最終回で
す。このシリーズで取り上げた行政サービスにかかった税金の
額は、次のとおりです。

利用者負
担の割合

税負担
の割合税負担の額事業名・施設名

３８．３％４９．７％３，１００万円コミュニティバス運行
０．７％９８．６％２億８００万円地域センター維持管理（１７館計）

０．８％９７．５％２億６００万円公民館維持管理（１１館計）
（学習室等貸出事業分）

１６．６％８３．４％６，４００万円屋外プール維持管理（萩山公園、東部公園）
２５．９％７４．１％１億５，７００万円市民総合体育館維持管理
６．１％９３．３％２，８００万円福祉会館維持管理（集会施設分）

※税負担は、サービスの経費から、都補助金、利用者負担やその他
の収入を除いた金額です。
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【表２】

　　　　　　　　　決算額

  小平市の理念やしくみ
○（仮称）小平市第三次長期総合計画の策定

１，１３７万円
○電子自治体の推進　　　　　　　　　　３，８９５万円

  子どもがのびのび育つまち
○乳幼児医療費助成の拡充　　　　　　　２，８０６万円
○平日準夜小児初期救急等医療事業の実施　　　

　４，０５２万円
○小川町二丁目地区地域センター・児童館の建設

８，３２０万円
○小・中学校耐震補強・増築工事などの実施　

５億７，９８０万円
○校庭芝生化の推進　　　　　　　　　　３，１８２万円

  だれもが安心して暮らせるまち
○基本健康診査事業の拡充　　　　　２億７，９０９万円
○福祉会館耐震補強工事の実施　

　１億２，４６２万円
○都市防災総合推進事業の実施　
（都市計画道路３・４・１０号線の整備）　 　　　

　　　　　　　　　２億９，７１５万円
○消防体制の充実　　　　　　　　　　１億２００万円
○花小金井駅北口都市基盤整備事業の実施

３億３，５０１万円
○東部市民センター移転事業の実施

３億３，９３８万円
○道路整備事業の実施　　　　　　　１億６，８１７万円
○公共下水道雨水整備の推進　　　　３億３，０８９万円

  環境に配慮したまち
○小川緑地用地の取得　　　　　　　２億７，３０７万円
○ごみ減量化・資源化事業の推進　　　　　　　２，３２８万円

  働く人がほっとできるまち
○商業振興事業の実施　　　　　　　　　４，２９８万円
○農業振興事業の実施　　　　　　　　　２，８２１万円

  基本的な政治姿勢
○非核平和都市宣言の実施　　　　　　　７万円

金　額内　　　容
３，０００万円維持管理経費（Ａ）費　用
２０２万円収入額　　　（Ｂ）

収　入 １８４万円集会施設使用料
１８万円その他（コピー代）

２，７９８万円費用（Ａ）－ 収入（Ｂ）税負担
※費用には、減価償却は含めていません。
※福祉会館の建設費は、３億２，２００万円でした（昭和４７年３月竣工）。


